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α世代と世代論の可能性
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2025年の暮れ「Z世代は○○」という言説から突然、「α世代は20億人の市場」というセンセーショナルな見出しが飛び出した。我々

は昨年6月からα世代サキドリプロジェクトを立ち上げたが、20億人市場は想定していなかった。

＜世代の市場規模＞
α世代20億人論は、2010年以降生まれが全世界で20億人になるということらしい。ただ、2026年でも半数以上が小学生以下なの
で市場と言うには未成熟である。我々 のα世代セキドリプロジェクトは、2010年前後から2014年生まれの日本の市場規模とした。それ
は、出生数の合計で520万人弱の中学生以上で構成される日本在住の集団となる。
ここで、X、Y、Z世代の市場規模（出生数）を振り返ると右表のようになる。
XYZ世代はそれぞれ15年間のレンジを持ち、2560万、2120万、1789万の市場規模である。
1789万人のZ世代の中は、現在、高校生から結婚して子供もいるかもしれない人を含んでいる。この
点だけ見ても「Z世代は・・」という言説のあやふやさ、いい加減さがわかる。
右表で注目できるのは団塊世代の800万人である。たった3年間でZ世代5年間を上回るボリュー
ム、文字通り団塊ができたのである。このボリュームだけで前後世代との差異が分析できる。
現在、後期高齢者の団塊世代は火葬場不足を招き、葬送の社会習慣も変えようとしている。

＜世代論、若者論、コーホート分析＞
㇐般消費者のマーケティングリサーチの集計分析には年代別分析がある。このブランドは20代の利用率が高く、年齢が上がるに従って
下がり60代で最低になっている。若者向けのブランドと言える。というような分析で、多くは10歳刻みの年代別集計表を読み込んでいる。
X、Y、Zの世代論は通常の年代別集計よりも15年と年齢幅が大きいことからも切れ味が悪いと想定できる。以上
から、世代論は「今の若者は・・」を「Z世代は・・」と言い換えたに過ぎないともいえる。
世代論に似た分析にコーホート分析がある。疫学でよく使われる分析法で、同時体験集団をコーホート（世代）とする。
例えば、20代から30代に喫煙習慣のあったグループと喫煙しなかったグループ」50代での肺がん発症率を比較して、前者の発症率が有意
に高ければ喫煙と肺がんの因果関係の仮説が導ける。介入グループと非介入グループとの差異の分析が基本となる。
コーホート分析は、オランダ北部飢餓分析が有名である。この手法は、⾧期にわたるデータが必要なため、マーケティングで使われることはほとんどな
い。ただ、世代論にはこのコーホート効果の考え方を導入すべきである。

＜『α世代がやってくる!!』近日発売＞
この本でめざしたことは世代論にコーホート分析視点を埋め込む。リエゾンインタビューをエビデンスにする。の2点である。コーホー
ト視点の導入仮説は以下の3点とした。

①α世代はスマホ子守とショート動画ネイティブの同時代体験コーホートである。
②AIネイティブである ←  AIは時代効果として全世代共通であるが、α世代は思春期初期に体験している。
③コロナパンデミックの共通体験←  コロナも時代効果であるが、α世代は中高校生の時に体験した。

以上の仮説をα世代の高校生とα世代を育ている母親にリエゾンインタビューを実施して検証、ブラッシュアップをしたのが本書である。

出生数（人）生年世代

80570541947～1949団塊

256334531965～1980X世代

212393511981～1996Y世代

178874341997～2012Z世代
51927702010～2014α世代
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